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石井病院 トライやるウィークに参加協力しました

トライやるウィークとは、兵庫県下の中学2年生が地域の事業所などで働

くことを経験し「働くことの意義」や「楽しさ、厳しさ」を学ぶ貴重な体

験の場です。当院では、6月3日～7日の5日間 明石市立大蔵中学校の生徒

さん3名を受け入れ「トライやるウィーク」に参加協力しました。

＜参加された生徒さんの感想をご紹介します＞ ※一部抜粋

私が今回のトライやるウィークで学んだことは人を思いやる心です。お年寄りの方がどうしたら快適に過ごせ

るか、どんな挨拶をしたら気持ちがいい挨拶になるか、丁寧な言葉遣いや基本笑顔などたくさんのことを意識し

て仕事をされていたので、真似をしていきたいなと思いました。フィットネスでは、患者さまが楽しく運動がで

きるように、笑顔で話したり、複数の人と関わる場を作ったりしていていいなと思いました。これからは人の事

を考えて、笑顔で接していきたいなと思いました。（H.Tさん）

私は 今回私がトライやるウィークで学んだのは、「大きな声で話す」と「笑顔」です。今回は、ご年配の方

とお話させていただく機会が多く、特にデイケアセンターでは2日間お世話になり、たくさんの方とお話させても

らいました。石井病院に来るまでは、親戚以外の年配の方と関わる機会があまりなく、最初はとても緊張したけ

ど、2日目からはたくさんの方々とお話しでき、とても良い経験になりました。今回のことを将来に活かして頑張

りたいなと思いました。（R.Hさん）

今回トライやるウィークで学んだことは「声」の大切さです。外来で患者さんが乗るストレッチャーに乗りま

した。その時に「段差があるので気を付けてください。」などと言われると安心できました。そしてもう一つ感

じたことは仕事が終わった後の達成感です。患者さんのシーツを換えたり、部屋を掃除した後はとても疲れたけ

れど、患者さんや病院の人に「ありがとう。」と感謝の言葉を言われたときは、疲れが吹き飛ぶくらいうれしか

ったです。5日間本当にお世話になりました。（Y.Mさん）

石井病院 ～ 令和元年度 明石市公衆衛生協会公衆衛生功労者表彰を受けて ～

令和元年度明石公衆衛生協会公衆衛生功労者表彰を受けて参りました。

じんけいクリニックで9年、石井病院で11年、医療に携わり20年が経ちました。

じんけいクリニックでは透析業務、石井病院ではシステム及び医療機器の管理業務を行っ

てきました。石井病院への移動当初は業務変更で不安や困惑したことを思い出します。

以前、医療と関係のない一般企業に勤めていたことがあり、転職することへの不安を感じ

ることは、すべてに通じるものがあり、経験や知識が必ず活かされると言うことです。20年

間継続してこられたのも、これまでの経験や知識があったからだと思っております。

それから、職場で同僚や上司の皆さんに支えられ、助けていただいたことも要因の１つで

あると思います。皆さんには大変感謝をしております。

これからも、助け支え合いながら明石の医療に貢献できればと思っております。
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じんけいクリニック ～ 透析通信システム「フューチャーネット」について ～
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IT化が進む医療現場で、現在は電子カルテ等と共に各業務に伴ったITシステムが導入

されております。当院でも現在使用しております透析通信システムFuture Net Web+

を使用して丸4年が経ちました。以前は、カルテの前でしか患者様の情報が確認できま

せんでしたが、この透析システムを使用することで現在は各部屋及び場所に設置された

パソコンを用いて、回線がつながっている院内中、いつでもどこでも、必要な時に瞬時

に患者様の情報が確認できる状況を作り出せました。

その中で福士院長は、外来診察中や、休憩中でさえも、診察室、透析室、院長室など

あらゆる場所からじんけいクリニック患者様のみならず、石井病院患者様の今の状況を

把握し、常に目を光らせております。
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現場で働いているスタッフも、その日の患者様、前日の患者様の情報を逐一パソコンにて確認でき、情報

収集が行いやすくなり、しっかりと患者様の情報を頭にいれた状態で看護を行なえるので途切れない治療、

看護を行なえていると思っております。

これからも、常に患者様視線を忘れず、パソコンのみに使われることのない、患者様と目と目をあわせる

ことの重要性を忘れない透析室を作り上げ実行していきます。

今後とも、患者様のお顔をみて微笑み会える透析室として頑張って行きます。
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